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N-ECS PILE工法:砂・礫質地盤

適用範囲/押込み許容支持力/引抜き方向支持力

G-ECS PILE工法/N-ECS PILE工法/ECS-TP工法

N-ECS PILE工法:粘土質地盤





※1 杭種・材質によっては特注となる可能性もありますので、予めご相談ください。
※2 最大施工深さは、施工地盤面から杭先端までの深さです。
※3 杭先端が粘土質地盤で引抜き方向支持力を使用する場合は31.70mです。
※4 杭先端地盤が粘土質地盤で、杭径が267.4mmを超える場合においては、
※5 φ400は特注となりますので、予めご相談ください。

※5

※Ap=e・Ag　※ e：有効率(杭径300mm未満のとき1.0、300mm以上のとき0.97)
Ag：翼部の実断面積(m)

のとき
のとき

「N-ECSパイル工法　先端地盤：粘土質地盤（P.12）」を参照ください。



中間支持層でより高い支持力を発揮する、
「N-ECS パイル工法」
N-ECSパイル工法は、G-ECSパイルと異なる加工形状の翼部分を持つN-ECSパイルを使用する工法です。
杭先端の翼部分を一部折り曲げて刃のように加工することで掘削性能が向上しました。
砂・礫質地盤の中間支持層において、低い先端N値でも高い支持力を発揮できます。

最大施工深度49.5m

砂・礫質地盤に対応

先端地盤：砂・礫質地盤

拡翼で高支持力を発現

砂質地盤（礫質地盤含む）

49.50

杭径　165.2～　508.0まで対応可能



19.0

基礎ぐいの先端の有効断面積

【認定番号 TACP-0638】

Dw:有効断面積（Ap）と等価な円の直径。以下、等価円直径（mm）

※Ap=η・Ag　※η：低減係数(Dw/Dp≦2.5のとき1.0、Dw/Dp＞2.5のとき0.95)
Ag：基礎ぐい先端の実断面積(m)

（N値）

前出の式より計算した数値

杭材

腐食しろを除いた銅管の断面積(mm)

長さ径比による低減率 L＞100Dpのときα1=(L/Dp-100)/100
L≦100Dpのときα1=0(Lはくい長さ)

設計基準強度(N/mm)

腐食しろを除いた鋼管の厚さ(mm)

銅管の半径(mm)

55 55

F*

杭先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）認定番号TACP-0638
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165.2A 165.2B 190.7B190.7A 216.3A 216.3B 267.4A 267.4B 267.4C
31.4 41.4 60.538.1 62.7 78.2 85.4 103.5 128.9
62.9 82.8 121.076.3 125.4 156.5 170.8 207.1 257.9
125.9 165.6 242.0152.6 250.9 313.0 341.7 414.3 515.9
188.8 248.5 363.0228.9 376.4 469.5 512.6 621.4 773.9
251.8 331.3 484.0305.2 501.9 626.0 683.5 828.6 1031.8
314.7 414.1 605.0381.5 627.4 782.6 854.4 1035.7 1289.8

112.7 142.0 154.0113.9 125.1 173.3 117.5 145.2
225.4 284.0 308.0227.8 250.3 346.7 235.1 290.4
450.8 568.1 616.0455.7 500.6 693.5 470.3 580.9
676.2 852.1 924.1683.6 750.9 1040.3 705.4 871.3
901.6 1136.2 1232.1911.4 1001.2 1387.1 940.6 1161.8
1127.0 1420.3 1540.21139.3 1251.6 1733.9 1175.7 1452.2
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